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１．はじめに

　ESG（環境、社会、ガバナンス）投資の進展に

つれESG評価・データ提供機関（以下、評価機関）

に期待される役割が増す中で、金融庁［2021］

やIOSCO［2021］では、その評価の透明性や公

平性などの課題が指摘された。こうした課題につ

いては諸外国でも議論が進む中にあって、わが国

では2022年に金融庁「ESG評価・データ提供機

関等に係る専門分科会」（以下、分科会）におい

て 検 討 さ れ、 そ の 取 り ま と め 成 果（ 金 融 庁

［2022a］）を踏まえ、市中協議を行った上で最終

的に「ESG評価・データ提供機関に係る行動規範」

（金融庁［2022b］）として結実した。そこでは六

つの「原則」として、①品質の確保、②人材の育

成、③独立性の確保・利益相反の管理、④透明性

の確保、⑤守秘義務、⑥企業とのコミュニケーシ

ョンが掲げられ、その下に「指針」や「考え方」

がブレイクダウンされている。

　本稿の目的は、上記の行動規範やそこに至る議

論、あるいは同様の課題に対する諸外国の動向、

学術研究の示唆、信用格付とのアナロジーなどを

踏まえて、ESG評価情報や評価機関をめぐる今後

の課題を研究者の視点で論じることにある。以下

では、まず多様性と比較可能性の切り口でESG情

報などの意義や特質に触れた後、次に分科会の議
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　本稿では、金融庁により策定されたESG評価機関などへの行動規範や、そこに至る専門分科会での議論を踏ま
えながら、ESG評価情報や評価機関をめぐる今後の課題を研究者の視点で論じる。そこでは、多様性と比較可能
性の切り口でESG情報などの意義や特質に触れた後、実証研究の示唆も参照しつつESG評価のばらつき問題を再
考するとともに、AIを用いたESG評価の進化可能性と信頼性に係る課題などについても論及する。
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